
 

 

ハーバード大学教授陣と意見交換 

―ＤＸとＡＩの展望～日本企業と世界経済の機会と課題― 

 

2024 年７月 11 日 

パネル１「ＤＸとＡＩの展望：ハーバード大学からの視点」 

竹内 弘高  国際基督教大学 理事長 

今井 耕介 ハーバード大学 政治学・統計学部教授 

アレクサンダー・ザルテン ハーバード大学 東アジア言語・文明学部教授 

パネル２「サイバーセキュリティとＡＩ：日本企業の課題」（ダイアローグ） 

横浜 信一 ＮＴＴセキュリティホールディングズ社長／ＮＴＴグループ CISO 

山本 康正 ベンチャー投資家／京都大学経営管理大学院 客員教授 

 

ﾓﾃﾞﾚｰﾀｰ：クリスティーナ・L・デイビス ハーバード大学日米関係プログラム所長 

エドウィン・O・ライシャワー教授 

 

           
 

経済広報センターは７月11日、クリスティーナ・デイビス ハーバード大学日米関係プログラム所長を

はじめ教授陣、有識者、企業関係者を招き、「デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）とＡＩの展望

～日本企業と世界経済の機会と課題」と題する講演会を開催した。企業の幹部ら１８５人が参加した。 
「ＤＸとＡＩの展望～ハーバード大学からの視点」のテーマについて、竹内弘高国際基督教大学理事

長、今井耕介ハーバード大学政治学・統計学部教授、アレクサンダー・ザルテン ハーバード大学東アジ

ア言語・文明学部教授がそれぞれ講演。①コロナ渦における製薬会社の事例を挙げ、日本企業もデジタル

化、プラットフォーム化を推進する必要がある②生成ＡＩにより、事業活動においてコンテンツからプラ

ットフォームへのシフトを加速できる――などの指摘があった。 
続く「サイバーセキュリティとＡＩ～日本企業の課題」のテーマについて、横浜信一ＮＴＴセキュリテ

ィホールディングス社長・ＮＴＴグループＣＩＳＯ、山本康正京都大学経営管理大学院客員教授が課題と

展望についてそれぞれ説明。日本企業もサイバー攻撃への対応を経営課題として取り組むことの重要性



や、事業成長にはリテラシーやビジョンの明確化が求められていることなどを指摘した。 
また、デイビス氏をモデレーターとするパネルディスカッションを両テーマごとに実施し、参加者と活

発に意見交換した。 
以 上 
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